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大学と学校園現場との連携に関わる調査研究 
─アンケート調査からの考察─
山根　文男※ 1　木多　功彦※ 2
　学校園現場と大学の連携協力をより充実させていくために，「学校園現場が大学や大学教員に期待している事
は何か」など現場の生の声を把握することを目的としてアンケート調査を実施し，回答についての分析・考察を
行った。調査対象は，平成 21年度に「いきいき学校園づくり」事業に指定された岡山市内 9中学校区の幼稚園・
小学校・中学校 49校園の校園長と研究主任（幼稚園は主任）とした。その結果，大学教員に対しては「授業づ
くり」「教科・領域の専門性」「生徒指導・教育相談」等について，学校園現場の実態を踏まえた具体的な指導・
助言を期待していることが明らかになった。大学生・大学院生（以下大学生等）に対しては「個別の幼児・児童・
生徒」「教科指導」等についての支援を学校園が期待していることが明らかになった。また大学生等が支援に入
る際には，継続して参加すること，各学校園及び幼児・児童・生徒の実態を把握すること，積極的に関わってい
くこと等の姿勢が重要であることが示された。
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※ 1 山根文男（岡山大学教師教育開発センター）
※ 2木多功彦（旧岡山大学教育実践総合センター）
岡山大学教師教育開発センター紀要，第 1号（2011），pp.85-92
Ⅰ．はじめに
　昨今の学校園現場は，いじめ，不登校など生徒指
導上の課題や学力に関する問題さらに保護者対応な
ど様々な課題が山積しており，その多岐にわたる課
題解決等に向けて頑張っている。しかしながら，教
員は，日々の対応に追われ時間的・精神的な「ゆとり」
がなくなっており，校内研修の時問も，十分確保しに
くく，学校園現場で，現職教員を育てるという意識
も低下していることは否めない。このような学校園
現場の状況に鑑み，現職教員の資質・能力の向上に
向けて，大学と学校園現場，教育行政が一体的に連携・
協働して取り組むことがより強く求められるように
なってきた。
　岡山大学教育学部・岡山大学大学院教育学研究科（以
下，岡山大学教育学部）と岡山市教育委員会は，平
成 21年 3月に，教員の資質・能力の向上等の課題に
対応するため，相互協力して双方の教育の充実・発展
に寄与する事を目的に連携協力協定を締結した。平成
21年度の連携協力事業の概要は以下の通りである。1）
①市教委が実施する事業への連携協力
　・ 教職員に対する研修の内容に係わる企画会議へ
の大学教員の参画
　・教職員に対する研修への大学教員の講師派遣
　・「 授業で変わる！ いきいき岡山っ子育成事業」　
（以下，「いきいき学校園づくり」事業）への大
学教員の参画
　・ 「学力・授業力アップ支援事業」の部会への大学
教員の参画
　・ 教育相談室・適応指導教室での学生ボランティ
アによる指導補助
②学校現場への連携協力
　・ 「習熟度別サポート事業」への大学院生（免許保
有者）の任用
　・ 特別支援教育充実のための学生ボランティアに
よる生活補助
　・ 情報教育充実のための学生ボランティアによる
指導補助
　・ 日本語指導の必要な外国人児童・生徒への学生
ボランティアによる教科学習支援
③大学の教員養成への連携協力
　・協力校における教職大学院生の実習
　・現職教員等による教員養成への協力
　・ 教職希望学生の市立学校における学校教員イン
ターンシップ事業 
　・教育実習の受け入れ
④その他
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Ⅱ．問題の所在
　岡山大学教育学部と岡山市教育委員会の連携協力
事業については初年度を終えたばかりであり，連携の
目的である「双方の教育の充実・発展」につながる
ような詳細な成果と課題の検証までには至っていな
い。しかし初年度の取り組みに対する振り返りの中
で，大学側として看過できない点が明らかになった。
　連携協力事業の 1つである「いきいき学校園づくり」
事業とは，大学教員と教育委員会指導主事が連携し
ながら，中学校区で取り組むべき改善方策を提供・
検証するものである。平成 21年度は 9中学校区に 9
名の大学教員が訪問し，指導・助言を行った。
　事後のアンケート調査等では，大学教員の指導・
助言について，「自校園の保育・授業の改善に向けて，
これまでにない視点がいただけた」という好意的な
評価が多く見られた。しかし図 1に示した通り，約
25％の学校園において，大学教員の指導・助言が「あ
まり参考にはならなかった」と回答している設問も
あった。
　そこで本研究では，学校園現場と大学の連携協力
をより充実させていくために，「学校園現場が大学や
大学教員に期待している事は何か」など現場の生の
声を把握することを目的としてアンケート調査を実
施し，回答についての分析・考察を行った。
Ⅲ．方法
1．調査対象及び調査方法
　平成 21年度に「いきいき学校園づくり」事業に指
定された岡山市内中学校区の幼稚園・小学校・中学
校 49校園を対象として，各学校園の校園長と研究主
任（幼稚園は主任）に，同一のアンケート調査を行っ
た。調査用紙は，平成 22年 10月 1日付で対象学校
園に送付し，提出期日は 10月 15日までとした。なお，
調査項目等の内容については，事前に岡山市教育委
員会指導課及び校園長会の役員にも確認，了解をい
ただいた。
2．調査内容と質問項目
　平成 21年度の「いきいき学校園づくり」における
取り組み及び事後アンケートの質問項目等を参考に
しながら，学校園現場が必要としている指導・助言
及び支援に関する選択肢を作成した。回答は，連携
に期待する項目を以下に示したア～ケの選択肢の中
から 3つ選択するよう求めた。
　この他，大学教員及び大学生等に配慮して欲しい
事項等を自由記述する質問を設けた。
【大学教員に期待すること】
　ア： 学校（園）経営・学校（園）運営に関する指
導・助言（学校種間連携，教育課程，学習評価，
教職員評価など）
　イ： 授業（教育活動）づくりに係る研修に関する
指導・助言
　ウ： 教科・領域の専門性に係る研修に関する指導・
助言
　エ： 生徒（園児）指導・教育相談に関する指導・
助言
　オ：その他
【大学生等に期待すること】
　カ： 教科指導（教育活動）への支援
　キ： 個別の幼児・児童・生徒への支援
　ク： 校（園）務（校園内環境整備・学校園安全など）
への支援
　ケ： その他
　
Ⅳ．結果と考察
1．回答者の内訳
　調査用紙の回収数は 90（45校）であり，回収率は
91.8％であった。内訳は表 1の通りである。すべて
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の学校園において校園長・主任両者の回答があった。
2．大学との連携で期待すること（全体概要）
　選択肢に対する回答を集計したものが図 2である。
選択肢のア～オは大学教員に期待することであるが，
回答数が最も多かったものは「イ：授業づくりに関
する指導・助言」であった。また，選択肢カ～ケは
大学生等による支援を期待するものであるが，回答
数が最も多かったものは「キ：個別の幼児児童生徒
への支援」であった。
　「オ：その他」に書かれていた内容は，特別支援教
育に関する内容（3件），学校園内研修に関する内容（3
件），保護者対応に関する内容（1件），放課後の個別
学習及び部活動の指導に関する内容（1件）であった。
「ケ：その他」に書かれていた内容は，大学生等の指
導技術・能力の向上等を求める内容（3件），子ども
たちの安全に関する内容（1件），部活動の指導に関
する内容（1件），放課後の子どもの居場所づくりに
関する内容（1件）であった。
　回答を「大学教員に期待すること（選択肢ア～オ）」
と「大学生等による支援を期待すること（選択肢カ
～ケ）」に分けて集計したものが図 3である。この結
果から，学校園は，大学教員による専門的な立場か
らの指導・助言だけでなく，マンパワーとして多く
の大学生等が学校園に来て教育活動を支援してくれ
ることを期待していることが明らかになった。
3．学校種間の比較
　幼稚園・小学校・中学校の学校種別に回答を集計
したものが図 4である。
　幼稚園では，大学教員に期待することとして回答
比率が最も高かったものは「ウ：教科・領域の専門
性に関する指導・助言」であった。また，小・中学
校に比べて「ア：学校経営・運営に関する指導・助言」
の回答比率が高かった。これは「幼保一体化」や「子
ども園構想」など，就学前教育の流れ等が影響してい
るものと考えられる。大学生等に期待することとし
て，回答比率が最も高かったものは「キ：個別の幼児・
児童・生徒への支援」であった。また，小・中学校
に比べて「ク：校務への支援」の回答比率が高かった。
幼稚園では小・中学校よりも大学生等に依頼しやす
い校務（教材・遊具の準備や片付けなど）が多いこ
とが理由として考えられる。
　小学校・中学校ともに大学教員に期待することと
して回答比率が最も高かったものは「イ：授業づく
りに関する指導・助言」であった。
　小学校では，他の学校種に比べて「エ：生徒指導・
教育相談に関する指導・助言」の回答比率が高かった。
いじめや暴力行為等，児童・生徒の問題行動の低年
齢化により，小学校の先生が対処すべき事案が増大
かつ深刻化・複雑化している。2）これらの問題に対し
て適切な指導・助言を求めている状況が推察される。
　大学生等に期待することとして，小学校で回答比
率が最も高かったものは「キ：個別の幼児児童生徒
への支援」であった。中学校では「カ：教科指導への支援」
と「キ：個別の幼児・児童・生徒への支援」が同数であった。
特別な支援を必要とする児童・生徒が増えている 3）一方
で，教科指導や生徒指導だけでなく，保護者との対応，
事務処理等の増大により，小・中学校の先生の仕事
量は増加の一途を辿っている。4）学校支援ボランティ
アをはじめとした大学生等による学校園現場に対す
る支援の充実は，今後ますます重要になってくる。
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4．職種間の比較
　回答者の職種別（校園長または主任）の集計結果
を示したものが図 5である。
　大学教員に期待することについて，校園長の回答
比率が高かったものは「ウ：教科・領域の専門性に
関する指導・助言」「ア：学校経営・運営に関する指導・
助言」「イ：授業づくりに関する指導・助言」の順番
であった。一方，研究主任（幼稚園は主任）の回答
比率が高かったものは「イ：授業づくりに関する指導・
助言」「ウ：教科・領域の専門性に関する指導・助言」
「エ：生徒指導・教育相談」の順番であった。
　大学生等に期待することとして，校園長の回答比率
が高かったものは「キ：個別の幼児・児童・生徒への
支援」「ク：校務への支援」の順番であった。研究主
任（幼稚園は主任）の回答では「カ：教科指導への支援」
と「キ：個別の幼児児童生徒への支援」が同数であっ
た。同じ指導的立場にある校園長と研究主任（幼稚
園は主任）であっても，それぞれの役割の違いによっ
て，大学との連携に期待するものが異なっているこ
とが明らかになった。
5．自由記述の分析・考察
（1）大学教員の指導・助言に求めること
「指導・助言にあたって大学の教員に配慮してほしい
こと，お願いしたいことがあればお書き下さい。」と
いう自由記述の質問に対して，90名中 76名から回
答があった。このうち，質問の意図と異なる内容（謝
辞等）が書かれていた 2名の回答を除いた 74名の回
答を分析の対象とした。（回答率：82.2％）
　出現回数が多かったキーワードを集計した結果が
表 2である。なお，回答中に異なる複数のキーワー
ドが含まれていた場合，それぞれを 1回として集計
した。また同一文中に複数回出現したキーワードは，
1回として集計した。
　最も多く使用されたキーワードは「現場」であった。
このほか，「実態」「具体的」「実情」「実際」「様子」「把握」
などのキーワードも多く使用されており，学校園の
先生方は現場の実態を踏まえた具体的な指導・助言
を期待していることが明らかになった。これらのキー
ワードが含まれていた主な回答は以下の通りである。
● 実際の幼児の実態に即した具体的な保育内容や現
場の実情に合った保育内容に対する指導・助言を
していただきたい。【幼稚園・主任】
● 現場の実態を知っていただいた上での具体的な内
容でお願いしたい。一般的なことは今までの研修
会で学ぶことができる。細かい部分での助言が若
い人・保護者等に必要。専門的な立場で一人一人
の実情に合わせる対応が今，一番必要とされてい
る園側の現状です。【幼稚園・園長】
● 現在，教育現場の置かれている現状や家庭の実態
等，教育を取り巻く問題を踏まえて指導・助言を
いただければと思います。正しいと分かっている
こと，した方がよいと知っていることも，実際に
は時間的な制約等でなかなかできないことも多い
ように思います。また，やるべきことが多く，限
界に近い状況の中で，どうそれをやりくりこなし
ていくかということも含めてご指導いただければ
と思います。【小学校・研究主任】
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● 一般的に，現場の現状をまずふまえて，“学校教育”
がどのようになっているのか，どこに問題がある
のか，大局的な視点をベースにして，それぞれの
学校の課題に答えてくださるとありがたい。例え
ば，16時 30分まで子どもと向き合い，勤務時間
の30分の中で「どうやって研究に取り組めるか」
ということ。実際には20時近くまで働くという
モチベーションの下がった中で研究をやることは
大変です。是非，現場の実情に応じた示唆が欲し
いと思います。【小学校・校長】
● 各学校，その年により，状態が大きく異なるため，
その実態を把握していただいて，理想的なこと，現
状対策的なことの，なるほどと思える指導・助言
をいただけると充実したものになります。　　　
【中学校・研究主任】
● 本校の学習面，生活面の実態，家庭教育力，地域
性を把握した上で指導・助言をお願いできればと
思います。【中学校・校長】
　また「専門」「理論」「実践」「研修」などのキーワー
ドから，大学教員の専門性を生かした理論的な指導・
助言に対する期待も大きいといえる。
● 特別支援の必要な幼児の保護者に対して，幼児理
解や発達障害についてのアドバイス等を専門の立
場からしていただきたい。（園から教員からだけで
伝えても我が子の実態について受け入れにくい保
護者がいるので，専門の第三者の方からの保護者
への助言があればと思う）【幼稚園・主任】
● 現場のニーズに応じて専門的な立場から指導・助
言をいただきたい。【幼稚園・園長】
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● 現場はとても忙しく「子どもに向き合う時間」「授
業準備のための時間」がとても少ない。そんなイン
プットの少ない中で，自らの力量や資質を向上さ
せる研修の機会を与えていただきたい。また現場
で学ぶことは大切であるが，理論に基づいた指導・
助言をいただくと，自らの授業などの反省・改善
にもなる。【中学校・研究主任】
● どのような場面でどのような方法で指導や支援が
してもらえるのか，事前に現場において十分な打
ち合わせが必要であると考えます。元気がでる研
修のアイディアや効率的な公開授業後の研修など
学校の実態に合ったものを望んでいます。　　　
【中学校・校長】
　この他，単発的な企画に終わらず，「継続」的な指導・
助言を求める回答が複数見られた。
● 園の実態に合わせた指導となるよう，継続した指
導をしていただきたい。【幼稚園・園長】
● 具体的な指導・助言をお願いしたい。継続的に（年
に数回等）お願いしたい。【小学校・校長】
● 学校の実情にあったもの。3カ年～5カ年の継続
性があってほしい。気軽に連絡・調整ができるよ
うにしてほしい。【中学校・校長】
（2）大学生等による支援に求めること
　「支援にあたって大学生・大学院生に配慮してほし
いこと，お願いしたいことがあればお書き下さい。」
という自由記述の質問に対して，90名中 71名から回
答があった。（回答率：78.8％）
　出現回数が多かったキーワードを集計した結果が
表 3である。集計の方針は「大学教員に配慮してほ
しいこと」の場合と基本的には同じであるが，類似
したキーワードを 1つにまとめたものがある点が異
なっている。
　「継続」「定期的」などのキーワードから，学校園の
先生は，同じ人物ができるだけ継続して支援に参加
することを期待していることが明らかになった。主
な回答は以下の通りである。
● 園の現場をよく知った上で，必要な支援ができると
思われるので，しっかり継続してボランティアな
どをして，現場の様子を知って欲しいと思う。また，
実習生が園に来ているが，実習に来て初めて指導
案を書き，大変な思いをしている学生が多い。必
要なことを学んでから実習にのぞんでほしいと思
います。【幼稚園・主任】
● 保育支援について，幼児との人間関係を築いてい
ただくために，一貫した支援ができるようにする
ために，できるだけ継続して参加していただけれ
ば非常に助かります。【幼稚園・園長】
● できるかぎり継続的に児童の支援にあたることが，
児童にとっても大学生・大学院生にとっても有効
であると考えます。そうすることで教員と支援の
方向性を共通理解し，力量もついていくのではな
いかと思います。【小学校・研究主任】
● 継続性のあるかかわりをお願いしたい。教職員と
の意思疎通に努めていただきたい。【小学校・校長】
● 前向きな気持ちを持つ方で，専門的な知識・技能
や最新の情報を持つ方が授業では生徒を引きつけ
ます。現場は職員不足の状態で，個別支援では継
続的に対応して下さる方が望ましい。　　　　　
【中学校・研究主任】
● 継続してほしい（少なくとも一年間）。相互に話し
合い（教員と大学生・院生）ができるようにお互
い工夫ができるとよい。【中学校・校長】
　「理解・把握」「現場」「実態」などのキーワードよ
り，大学生等が参加する学校園や幼児児童生徒の実
態を理解・把握して支援にあたることが求められて
いることがわかる。特に「特別支援教育」については，
事前に学んでおくことが望ましいとする回答が複数
見られた。
● 幼児教育に熱意と課題意識をもって欲しい。事前に
支援の内容について話し合い理解して欲しい。　
【幼稚園・園長】
● 個別に幼児を支援する場合，幼児理解を深めた上
で幼児と接するようにしてほしい。担任との連携
を大事にしてほしい。積極的に子どもたちと触れ
合ったり，園での生活の様子を知ったりしてほし
い。　【幼稚園・主任】
● 学校及び学級経営を理解しての支援の立場でお願
いしたい。【小学校・研究主任】
● 特別支援を要する児童が増えています。全体の中
で一緒に学習・行動しづらい児童にフォローして
いただくと助かります。【小学校・研究主任】
● 特別支援教育を学んだ学生に来てもらい，一人一
人に合わせた対応や手助けをしてもらいたい。　
【小学校・校長】
● 問題を抱える生徒が多く，一斉授業で一人の教員
が全生徒を視野に入れ，関わりをもつことは不可
能である。特に特別支援を必要とする生徒に対し
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て授業中などの補助をしていただきたいが，その
授業だけでなく，事前・事後の打ち合わせも必要
となってくる。その時間だけでなく長時間，長期
間来ていただけると助かる。【中学校・研究主任】
　「積極的」「コミュニケーション・関わり」などのキー
ワードにより，大学生等が幼児・児童・生徒及び担当
の先生と十分にコミュニケーションをとること，積極
的・主体的に関わっていくことの重要性が示された。
● 幼稚園教育の役割の一つに子育て支援があり，未
就園児対象のものにも積極的に取り組んでいます。
そのような場で，幼児と触れ合うことは学生にとっ
ても学びとなり，幼稚園にとってもありがたいこ
とです。積極的な参加をお願いしたい。
　【幼稚園・園長】
● 指導する教員の意図に沿った支援をしていただき
たいです。児童としっかり話したり遊んだりしな
がら積極的にコミュニケーションをとって下さる
とありがたいです。【小学校・研究主任】
● 人間性を高めて欲しい。様々な職種の人と触れ合
う機会を作ってほしい。現場体験を積んで，保護
者や児童の思いや願いを知ってほしい。ボランティ
ア活動にも積極的に参加し，視野を広めてほしい。
【小学校・校長】
　「教職」「守秘・秘密」「言葉・言動」「時間」などのキー
ワードからは，社会人（教育公務員）として必要な
最低限度の常識やマナーを，大学生等が身につけて
おくべきであることが示されている。また，将来の
同僚になるかもしれない大学生等に対して，叱咤激
励が込められた回答も見受けられた。
● 知り得た個人情報はもらさない（職務上のことも含
めて）ようお願いしたいです。教職員と連携しつつ，
子どもの課題・実態に応じた支援をお願いすると
ともに，感じたことや子どもの姿について教えて
ほしいです。【幼稚園・主任】
● 守秘義務，言葉遣い，あいさつ，人間関係（協調性・
コミュニケーション），身だしなみ，表現力など。
　【幼稚園・園長】
● 校内での子どもの様子などについて，外部で話題
にしないでほしい（守秘義務）。児童に対する言葉
遣い・接し方（丁寧に公正に）。【小学校・研究主任】
● 支援も計画的に行ってこそ効果があるものと思っ
ています。年度の初めに計画を立てるのですが，急
に欠席になったり，無断で欠席したり，いつの間に
か止めてしまったり，と現場が混乱することも多
くあります。一度支援に入った場合の心構えや責
任感はもっていただきたいと思います。発達障害
の児童への支援もお願いすることが多くあります。
このことに対する知識を少しはもって入って頂け
るとスムーズな支援ができます。【小学校・校長】
● 自分が将来教職に就いたときのことを，いつもイ
メージして支援にあたって欲しい。支援を行いな
がらも，多くの先生方の動き等を観察し，現場の
状況を知ると同時に，将来に向けて感性を磨いて
欲しい。【小学校・校長】
Ⅴ．おわりに
　本研究では，学校園現場と大学の連携協力をより
充実させていくために，現場の生の声を把握するこ
とを目的としてアンケート調査を実施し，回答につ
いての分析・考察を行った。今後の課題を次のよう
に考えている。　
　多くの先生方は，大学教員に対して学校園現場の
実態を踏まえた，具体的かつ継続的な指導・助言を
求めていることが明らかになった。非常に難しいこ
とではあるが，研究授業や研修会等の時だけでなく、
日頃から子どもたちや先生方の様子をよく見ておき、
実情を把握しておく必要がある。そのためには、組
織全体としても大学教員が積極的に学校園と関わる
ことができるような環境を整備していかなければな
らない。
　また今回の調査は，学校園長及び研究主任（幼稚
園は主任）を対象としたものであったが，日々の生
活の中で子どもたちとより直接的に関わっている担
任の先生等への調査を実施することも必要であると
思われる。
　大学生等に対しては，同じ人物が継続して支援に
参加すること，学校園や子どもたちと積極的に関わ
り，学校園の実態を理解・把握して支援にあたるこ
と，社会人としての最低限度の常識やマナーを身に
つけておくこと，等を求める声が多かった。ボラン
ティアとはいえ，学校園現場に行き子どもたちと向
きあう以上，社会人として適切な言動をとることが
できるよう，大学生等をしっかりと指導していく必
要がある。また特別支援教育に対する理解やコミュ
ニケーション能力の向上など，学校支援に参加する
大学生等に求められる資質・能力もより高度になる
ことが予想される。本年度発足した「教職コラボレー
ション部門・スクールボランティアビューロー」が
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